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このアプリケーションノートでは、MP1800Aシグナルクオリティアナライザを使用して PAM4用 TX Stair-Step試験波形を生

成する方法について説明します。 

 

TX Stair-Step試験波形は、IEEE 802.3 100 Gb/s Backplane and Copper Cable Task Force向け PAM4 TX仕様で推

奨されています。下の図 1を参照してください。MP1800Aにて、Pulse Pattern Generator（PPG）で Channel 

Synchronizationモード機能を使用して、ユーザのデータパターンおよび PPGの 1つのチャンネルのデータ出力振幅をもう 1

つのチャンネルの半分に設定することで、TX Stair-Step波形を得ることができます。 

 

提案されている PAM4用 TX Stair-Stepテスト波形: 

 PAM4テスト波形は Stair-Stepアップ、ダウンおよび最大の振幅で 80Tの周期 

 互いの送信レベルは 8バンド周期で継続 

 

 
図 1：TX Stair-Step試験波形は、IEEE 802.3 100Gb/s Backplane and Copper Cable Task Force向け 

PAM4 TX仕様で推奨されています。 

 

使用機器（最小構成）： 

 MU183020A 28/32Gb/s 2チャンネル PPG 

 MU181000A/Bシンセサイザ 

 PAM4コンバータ MZ1834Aまたは MZ1834B 

 
 

 
 

 

接続と設定： 

PPGの外部クロック入力を、シンセサイザ MU18100A/B（または MU181500Bジッタ変調源）のクロック出力と接続し、PAM4

コンバータ MZ1834A/Bを PPGに取り付けます。PPGの 2つのチャンネルを[Channel Synchronization]モードに設定し、図

2を参照して、PPGの 1つのチャンネルのデータ出力振幅をもう 1つのチャンネルの半分に設定してください。例えば、チャン

ネル 1（Data 1）を 3.5Vppに、チャンネル 2（Data 2）を 1.75Vppに設定します。図 3および図 4を参照してください。 

 

次にデータパターンを以下のように設定します。 

 PPG1：80bit、0000 FFFF 00FF 00FF FF00 

 PPG2：80bit、00FF 00FF 00FF 00FF 00FF 

図 5および図 6を参照してください。 

 

MP1800Aの PPGで、データ出力をオンにしてください。 

MZ1834A/Bは PAM4コンバータで、減衰器とパワーデバイダーを内蔵しています。 

このように、ユーザは MP1800Aを使用して TX Stair-Step波形を迅速に生成することができ、PAM4での信号レベルの測定

や、IEEE標準の要件に従ってオシロスコープを使用すれば DUTでの損失や歪みの試験が可能です。最後の「PAM4レベル

の TX仕様」を参照してください。 
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図 2：PPGの[Misc2]で[Setting]をクリックし、Data 1 と Data 2を 

[Channel Synchronization]モードに設定します。 

 

 

 
図 3：PPGで Data 1の[Output]の振幅を 3.5Vppに設定します。 

 

 

 
図 4：PPGで Data 2の Outputの振幅を 1.75Vppに設定します。 
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図 5：PPGで Data 1のデータパターンを設定します。 

図 6：PPGで Data 2のデータパターンを設定します。 

PAM4レベルの TX仕様*: 

 PAM4 の仕様でもっとも重要な項目は、（TX の De-emphasis のない状態で）4 つのレベルがおおよそ等しい間隔であり、

その他の低い周波数の信号は Signal to Distortion Ratio（SDR）に影響する。

 Define VLOW = (VC - VB)/2

 Define VHIGH = (VD - VA)/6

 Define VAVG = (VHIGH + VLOW)/2

 Spec |VHIGH - VD/3| < 0.06 VAVG

 Spec |VHIGH + VA/3| < 0.06 VAVG

 Spec |VLOW - VC|     < 0.06 VAVG

 Spec |VLOW + VB|     < 0.06 VAVG

 多くの仕様は信号の波形とキャプチャと共にテストすることができる。

 Upと Downステップの間の対称性

 Riseおよび fall times

 Duty cycle

 ステップ 2の大きさとステップ 6の大きさの間の対称性

 Riseおよび fall timesが等しいこと

*IEEE 802.3 100Gb/s Backplane and Copper Cable Task Forceで提案されている PAM4レベルの TX仕様

VAVGはエラーの原因となりうる 

振幅ゲートのノイズ電圧の量です。 



アンリツ株式会社　　http://www.anritsu.com

お見積り、ご注文、修理などは、下記までお問い合わせください。記載事項は、おことわりなしに変更することがあります。

計測器の使用方法､その他については、下記までお問い合わせください。

計測サポートセンター

　　 TEL: 0120-827-221、FAX: 0120-542-425
　　 受付時間／9：00～12：00、13：00～17：00、月～金曜日(当社休業日を除く）
E-mail: MDVPOST@anritsu.com

● ご使用の前に取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 1305

■ 本製品を国外に持ち出すときは、外国為替および外国貿易法の規定により、日本国政府の輸
出許可または役務取引許可が必要となる場合があります。また、米国の輸出管理規則により、
日本からの再輸出には米国商務省の許可が必要となる場合がありますので、必ず弊社の営業
担当までご連絡ください。
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